NGO等提案型プログラム企画提案書
プログラム名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1. 団体情報
	代表団体

	団体名
※法人格から記入してください。
	

	法人番号（13桁）
	

	所在地
	〒



	電話番号
	

	Eメール
	

	代表者名(役職)
	

	担当者(役職)
	

	団体の主な
活動内容、経験

	

	構成員　共同事業体を結成する場合のみ記入してください。複数ある場合は、本欄を追加してください。

	団体名
※法人格から記入してください。
	

	法人番号（13桁）
	

	所在地
	〒



	電話番号
	

	Eメール
	

	代表者名（役職）
	

	担当者（役職）
	

	プログラム

における役割

	

	団体の主な
活動内容、経験
	


2. プログラムの背景

※想定している受講対象者等の課題、ニーズの分析を含めて記載してください。
3. 過去の提案からの改善点

※過去に不採択となったプログラムと同様のものを提案する場合は、その改善点について記載してください。
【過去の提案年度】 20●●年
4. プログラムの目標
※過去に実施したプログラムを踏まえた内容の場合、過去の目標到達状況やその後のフォローアップ状況を踏まえて記載してください。
※複数年にわたるプログラムを提案する場合は、目標に対して当該期間が必要となる理由も併せて記載してください。

5. 目標達成を測る指標
6. 目標達成に向けた工夫
7. プログラム内容
8. プログラムの成果物
プログラムを実施することで何か成果物を想定する場合には記載してください。
9. プログラムのスケジュール
全体期間：　〇年●ヵ月
行は適宜増やして構いません。「予算提案書」との関連性が分かるように記載してください。別途エクセル等でスケジュール表を作成することは可能です(様式自由)
	回
	実施時期
	実施方法、場所
	実施内容、実施目的

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


＜記載例＞

	回
	実施時期
	実施方法、場所
	実施内容、実施目的

	1
	プログラム開始直後

	対面、東京
	キックオフミーティング　
プログラム受講団体に趣旨やプログラムの内容を説明する

	1

	プログラム開始**
か月後
	対面、東京
	中間報告発表会
プログラム受講団体に取り組み事例を発表
してもらい、軌道修正やフォローアップが必要か確認する

	1

	プログラム終了前
	対面、東京
	終了報告発表会
プログラム受講団体に取り組み事例を発表してもらい、成果を確認する

	5

	3カ月に
1回
	オンライン
	1回目：＊＊をテーマに2時間講義をする
2回目：〇〇をテーマに2時間講義をする
3回目：研修受講者にテーマ学習課題を出す
4回目：研修受講者同士で協議を行う
5回目：研修受講者による課題発表会

	10

	実施期間中に各団体1回
	オンライン
	プログラム受講団体を10と想定し、実施中に1回は個別にヒアリングする機会を設定する。

	2

	プログラム開始から
半年後、
1年後
	視察
1回目：**協会
2回目：〇〇県**市
	1回目：●●に先駆けて取り組んでいる**協会を訪問し、担当者から実務を進めるためのコツや留意事項をヒアリングする。
2回目：◆◆の事例が多い**市を訪問する。



10. 対象とする受講者(団体)に関して
※どの程度受講者(団体)を確保し、どのように参画しやすくするのかを記載してください。受講者の理解度を測るための工夫や、プログラム終了後もどのように内容を定着させるのかについても記載してください。
11. プログラムを実施するにあたっての配慮事項
※ジェンダー平等、環境社会配慮
、合理的配慮
の観点で必要に応じて記載してください。
12. 提案団体/構成員の活動経験
※提案団体/構成員の経験がプログラムを実施する上でどのように生かされるのかも含めて記載してください。
13. 業務の実施体制

（1） 業務総括者
氏名（役職）：
本研修に係る担当業務：

関連する業務経験：
（2） 事務管理者　

氏名（役職）：
本研修に係る担当業務：
関連する業務経験：

（3） 構成員の人員等
氏名（役職）：

本研修に係る担当業務：

関連する業務経験：
14. 想定する業務内容
(1)～(9)は全プログラム共通の業務です。それ以外に発生する業務を(10)以降に記載してください。
(1) カリキュラム及び教材等の作成
(2) 講師等協力先の手配及び連絡調整

(3) 受講者の募集及び選定

(4) 受講者との連絡調整及びフォローアップ

(5) プログラムの実施に係る準備・運営・管理

(6) プログラムの成果とりまとめ・分析、内容の見直し(必要に応じて)

(7) 業務及び経費の管理

(8) 業務従事者等の管理

(9) 担当のJICA国内機関との連絡調整等
(10) ****
(11) ****
(12) ****
(13) ****
(14) ****
以上
� � HYPERLINK "https://www.jica.go.jp/environment/guideline/index.html" �https://www.jica.go.jp/environment/guideline/index.html�


� https://www.jica.go.jp/joureikun/act/frame/frame110001344.htm
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